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　父の仕事の関係で、高校までの多くの時

間を海外で過ごしました。小学校はバンコ

ク。まだ森があちこちに残っていて、毎日走

ったり泳いだりして全身真っ黒でした。中学

はアメリカに引っ越して現地の学校に入った

のですが、最初は英語がほとんど話せず苦

労しましたね。少しずつコミュニケーション

が取れるようになってからは、いろいろなこ

とを学べるこの国の楽しさを感じ始めまし

た。大学は日本に帰国することを選んだの

ですが、そんな自分の経験を生かして、海外

とつながりのある仕事ができたらいいなと

漠然と思っていました。

　大学3年の時に縁あってオーディションを

受けた映画番組のレポーターの仕事がきっ

かけとなり、フリーアナウンサーの事務所に

所属することになりました。その後にやらせ

ていただくことになったのが、『世界ふしぎ

発見！』のミステリーハンター。テレビで見て

いた時は「楽しそう！」と思っていたのです

が、実際のロケはとても過酷でした。

　その中で、人生のターニングポイントとな

った国があります。アフリカのタンザニアで

す。キリマンジャロの頂上で溶け始めている

氷河を取材するという回でした。でも、それ

まで登山といえば高尾山程度。とても不安

でしたが、登頂前日に麓の学校の子どもた

ちと植林をしていた時に、「僕たちは頂上に

行けないから、氷河の様子を確かめてき

て！」と言われ、その言葉を励みに踏ん張り

ました。頂上からの景色はとても美しかった

のですが、一方で、温暖化の現実を目の当た

りにして心が痛みました。

　そこから環境問題について勉強し始め、

フェアトレードと出会いました。雑誌を見て

いてかわいいなと思ったワンピースが偶然、

フェアトレード商品だったんです。そのブラン

ドの創設者に会いに行き、「ファッションで

世界を変える」というコンセプトに共感して、

しばらくは彼らの活動をお手伝いしていまし

た。何年かたって、やはりフェアトレードの現

場に足を運びたいという気持ちが強くなり、

ネパールとバングラデシュへ。工場には託児

所や学校が併設されていて、生産者の女性

たちが子育てをしながら働ける環境があり

ました。自然にも人にも優しいフェアトレード

の魅力を実感し、この素敵な取り組みをもっ

と広めたいと思いました。

　そこで立ち上げたのが、「フェアトレードコ

ンシェルジュ講座」です。日々の生活で気軽

にフェアトレードを実践してもらえるよう、学

んだり、体感したりするチャンスをつくりたか

った。この講座を受けた後、日常の買い物の

意識を変えた人、大学でフェアトレードのサ

ークルに入った人、障害者をサポートする団

体を立ち上げた人、フェアトレード事業を起

業した人など、それぞれに大きな変化が見ら

れました。私たちは微力であって無力ではな

いのです。

　地球は広くて、まだ知らない世界がたくさ

んあります。一度飛び出したら、私は今の人

生につながる出会いがあった。最初の一歩

を踏み出せば、そこから道が開けてくるは

ず。あなたの勇気が、世界を変えるきっかけ

になるかもしれません。
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